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髙野普及課長新任あいさつ 

「三の丸の春夏秋冬をともに 
～全国一の図書館創造のための協働～」 

 
茨城県立図書館 普及課 課長 髙野洋子 

弘道館と三の丸広場が桜色に染められ、

花見の輪から明るい声が響く穏やかな卯月

2 日、ここ県立図書館の職員としての一歩
が始まりました。開館以来 6 年で入館者数
500 万人達成というすばらしい実績を上げ
た当図書館で、48名の職員及び 130名のボ
ランティアの方々と生涯学習の業務に邁進

できるのは誠に幸せだと実感しております。 
このたび、ＴＸの走るつくば市内の学校

から参りました。水戸以南の地域でも諸広

報媒体によって当図書館の熱心なボランテ

ィア活動は承知しておりました。以前、生

涯学習施設に勤務していた私は、学習成果

を生かして社会参加なさる多くのボランテ

ィアの方々からご教示を頂くことが多々あ

りました。県南から三の丸書庫へ出向いて

ボランティアグループの皆様に図書選定・

運搬等でお世話になりました。お陰で前任 
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地の図書コーナーの充実が図れたことは

10 年を経た今でも忘れられない思い出の
一つとなっています。 
着任後緊張の中、初めて総合カウンター

に入ったとき、緑のエプロンをつけた方が

ブックトラックを押している姿を目にしま

した。それは読書活動の推進と利用者への

サービスの向上を支援しているボランティ

ア活動を目の当たりにした瞬間でした。 
人生をより深く生きるための読書活動を

通して心豊かな生活、活力ある社会の実現

に寄与する文化づくりの発信元『知性の花

園』として、図書館がますます発展し続け

ますよう、ご支援ご協力をお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊ ボランティアとして思うこと ＊＊＊ 

～ あっという間の 1 年 ～ 
 

児童サービス 片山 昭男 

平成１８年春、私は県立図書館で偶然、

長年にわたって様々なボランティア活動を

されている知人に会いました。その知人か

らのつよい勧めがあったこともあり、思い

がけなく、図書館児童サービスボランティ

アの一員となりました。 
新米として読み聞かせ活動に参加した私

は、先輩方の卓越した語り口に深い感動を

覚えました。私はボランティアをこのまま

続けて行くことができるのだろうかと、大

変心配になりました。 

参加回数が増していくにつれ、声の強弱、

間の取り方に少しずつ工夫する余裕ができ

てきました。そのうちに気付きました。子

どもたちが目を輝かせて紙芝居を食い入る

ように見つめ、絵本の世界へ入り込んでい

るその姿から、私のほうが、子どもから大

きな感動を貰っていることに。 
あっという間の一年でした。次世代を担

う多くの子どもたちに、読み聞かせを通し

て、より大きい夢や希望を与えられるよう

な努力を、私の生き甲斐にしていきたいと

思います。 

小堀前普及課長は 4 月 1 日付の人事異動により、常陸大宮市立小瀬
小学校へ校長として栄転されました。 

3年間お世話になり、ありがとうございました。 
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～ 本の魅力をよみがえらせたい ～ 

 

図書修理ボランティア 山岸 美佐 

先日、入館者が 500万人になりました。
貸出しは一日平均 2,800 点。これだけ多く
の方が利用されると、本も次第に傷んでき

ます。ペ－ジがはずれたり、表紙が破れた

り、表紙と中身がはがれたり。中には、落

書きや切り抜きといった、マナ－を疑うも

のもあります。そういった本をなるべく元

の形によみがえらせるのが、私たち修理の

仕事です。 
ボランティアといえども、先輩の技術は

プロ並みで、ほとんどの本はここで修理し

てしまいます。他の図書館からも見学に来

られる程、高い信頼と評価を得ています。 
私は今年で 3 年目。先輩の皆様のご指導
で、どうにか簡単な修理ができるようにな

りました。 

本の修理は、跡がわからないように見た

目が美しいだけでなく、壊れにくい丈夫さ

も要求されます。最近は、仕掛け絵本など、

根気とセンスが試されるものも出てきまし

た。 
修理の世界は奥が深く、修行でもあり、

魅力的でおもしろいです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図書館ホ－ムペ－ジの 

「ボランティアコ－ナ－」にアイディアを！！ 

県立図書館のホームページにはボランテイア活動が紹介されて

います。 
新年度がスタートした今、内容を一新してみませんか。 
ボランテイアによるフレッシュな活動紹介が、新たな仲間づくり

のきっかけになるかもしれません。 
分野ごとに魅力ある紹介記事を書いて、普及課、廣原さんまでお

寄せください。 
図書館ホームページアドレス http:www.lib.pref.ibaraki.jp 

お知らせ 
福音館書店「科学の友」9 月号に、当図書

館図書修理ボランティアの活動が高く評価

され、写真入で記事が掲載されます。 
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◇◇◇ 図書館ボランティアの現況 ◇◇◇ 

－ 登録者数と 1 人当たりの経費 － 

（１）県立図書館ボランティア登録者数（H19.3.31現在） 
登録者数 130名 
うち女性 107名 

男性 23名 
 
各活動分野別登録者数 
代読サ－ビス 23名 
児童サ－ビス 49名 
環境美化 3名 

資料配架 35名 
三の丸書庫 13名 
イベント 9名 
広報 7名 
郷土資料整理 5名 
外国語資料整理 5名 
図書修理 10名 
特技を活かしたもの 3名 
計 162名 

※ １人で複数の分野に登録している者は、それぞれの分野に含まれている。 
 
（２）ボランティア 1人当りの年間経費（19年度見込み） 

ボランティア保険 280円 
通信費 450円 
計 730円 

（通信費内訳 : 全体会、見学会、研修会の各通知及び広報紙郵送代を含む。） 
総額 94,900円となり、これは、すべて図書館の予算から支出される。 
ただし、通知はメ－ル送信をしている人もいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私たちのボランティア活動をより一層活発に展開する上で、分野別

登録者の数や経費について認識をしておくことも必要であると考え、

ここに紹介しました。 

「見学会」の行先を募集します！！ 

11 月実施予定の図書館ボランティア見学会の行き先を募集し
ています。ボランティア室の掲示板に用紙が貼ってありますの

で、希望の見学先を 5月 25日(金)までにご記入ください。 
行き先は図書館に限らず、様々な提案をお待ちしています。

ただし、県立図書館発 8:30、着 16:30 の範囲で行ける所。 
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☆☆ 平成 18 年度分野別活動報告 ☆☆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★三の丸書庫 
①書庫清掃および書架整理 
②貸し出し用図書選定 
③図書修理およびブッカー作業 

★イベント 
①イブニングシアターでの受付 
②読書フェスティバルおよび子ども

読書フェスティバルでの総合受付 

★環境美化 
①パンフレット整理 

★代読サービス 
①講習会 講師 恵美 三紀子氏 
主題 音声訳の基本について 

②音訳ボランティア全国大会（参加者 9名） 
同上報告会（出席者 16名） 

③NHK巡回講座（参加者 6名） 
④日本図書館協会スキルアップ講座 
（参加者 3名） 

⑤研修会 
講師 横浜市立図書館 川上正信氏 
主題 公共図書館の障害者サービスと 

音訳者の役割 

★児童サービス 

①おはなしかい 
延べ実施回数 約 285回 
②新人研修会 主題 本の読み方など 2回 
③学習会 主題 読み聞かせのコツと絵本

の選び方 1回 
④研修会 
講師 水戸市立中央図書館副館長 

坂部 豪氏 
第 1回 主題 お話の楽しさ、絵本の楽しみ 
第 2回 主題 子どもと本をつなぐ知恵 
⑤子ども読書フェスティバルおはなしかい

（5月 5日） 
⑥まなびピアいばらき 2006学習フェスティ
バル参加おはなしかい 
⑦読書フェスティバル 2006 おはなしかい
（10月 29日） 

★資料配架 
①返却本の配架 
②書架整理 
③懇談会 懇談内容および決定事項は

ボランティア室ボードに掲示中 

★郷土資料整理 
①古文書 松羅館文庫 香取文書 3巻
の解読・データ作成 
②古文書 否塞録の解読・データ作成 
③古文書 松羅館文庫 文政七甲申

夏異国伝馬船大津浜、上陸並諸器図

等の解読 
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編 集 後 記 

図書館とは本を読む所、借りる所と思って、長い間利

用してきましたが、ふとした事でボランティア活動があ

ることを知り、『広報』に参加しました。そして様々な

活動が行われている様子を知ることができました。 
もっと広く多くの方に、図書館を契機とした娯楽や学

習、奉仕の喜びをお伝えできるような「かがやき」を目

指したいと思います。 
〔上野 清子〕 

★特技を活かしたもの 
①広報誌編集の発行支援（3回） 
②ボランティアのパソコン研修指導（21回） 
③図書館満足度調査集計プログラムの作成（3件） 
④ボランティアの活動紹介ホームページ作成 
まなびピアいばらき 2006展示資料作成 

★広報 
①かがやき第 9号発行 
・編集会議 4/5(土)3名、 
4/20(木)4名、5/6(土)4名 
・印刷ならびに発送 5/18(木)5名 
②かがやき第 10号発行 
・編集取材会議 6/18(日)6 名、7/1(土)3 名、
7/22(土)4名、8/12(土)5名、9/8(金)4名 
・印刷ならびに発送 9/26(火)5名 
③かがやき第 11号発行 
・編集会議 12/12(火)4名、12/26(火)6名、 
1/9(火)5名 
・印刷ならびに発送 1/22(月)5名 
④ 19 年度計画と第 12 号発行打ち合わせ 
3/6(火)5名 
⑤その他 まなびピアいばらき 2006 広報かがや
きバックナンバー展示作業 10/5(木)4名 

★外国語資料整理 
①寄贈外国語資料 
のデータシート 
作成 
②茨城県立図書館ホームペー

ジの外国語（英語）データシ

ート作成 
③図書館ですでに所蔵してい

る外国語資料のうち、書名等

のカナ日本語表記が未入力の

資料分のデータシート作成 

★図書修理 
①図書館所蔵 
書物の修理 
②修理技術の向上のため横浜

市で開催の全国図書館総合展

講習会に参加 
③他地域図書館からの修理相

談、見学、技術指導 
④読書フェスティバルで図書

修理一般公開、利用者からの

相談受付 


